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2750地区ロータリークラブの奉仕活動をご紹介していきます。
自クラブの奉仕活動の参考にしていただければ幸いです。

第1回目は地区内共同プロジェクトをご紹介致します。

PBGグループを支援する
新しいプロジェクト

PBG特に
ミクロネシア：パラオ地区への支援
両国とも独立国であり、グアム・サイパ
ンと違い国全体が貧しい事から様々な問
題を抱えています。
同じ2750地区の仲間としてより多くのサ
ポートをしたい（大槻パストガバナー・
猿渡ガバナー談）このような気持ちから
広がった支援活動です。

【国際ロータリー第2750地区
友情の奨学金】

（クラブのリレー式奨学金）

内容：PBG特に教育支援の必要な、ミ
クロネシア、パラオの学生の奨学金支援、
2国には短大しかなく、4年生に行くに
はグアムに転校するしかありません。し
かし2国とも独立国のため、グアムの人
のようにアメリカの準州扱いにはならず、
米国奨学金に応募できない為、年間1万
ドルの奨学金を支援しています。2007
年よりスタートし、現在では地区補助金
の対象となっています。
幹事クラブ：東京小金井RC
協賛クラブ：東京広尾RC,東京城西RC,東京国
立RC,タモンベイRC,東京恵比寿RC,東京白金
RC,東京品川RC,東京中央RC,東京日本橋RC

ケニア水支援プロジェクト
内容：ケニア農村部の過酷な水くみ状況
を知り、日本古来の上総式井戸掘りによ
るきれいな水の井戸の提供及び現地のス
タッフへの技術指導等を行っています。
東京広尾RCが初めたプロジェクトであ
り、2008年度より10年間に亘って支援
を続けています。
幹事クラブ：東京田園調布RC
協賛クラブ：東京武蔵府中RC,東京白金RC,東
京中央新RC,東京渋谷RC,東京世田谷南RC,東京
六本木RC,東京成城新RC,東京広尾RC,金沢香林
坊RC

国際ロータリー第２７５０地区の皆様、
新しい年度が始まりクラブの運営や事業
の準備でご多忙の事と拝察申し上げま
す。
さて、奉仕プログラム委員会では、地区
内クラブが補助金を利用した合同の奉仕
事業や、計画中で今後ご協力戴きたい事
業のご紹介を致す為に奉仕のかわら版を
お届け致します。今月は、同じ地区内の
PBGでの医療支援活動をご紹介致します。
前年度の大槻ガバナーより懸案事項とし
て引き継いだ奉仕事業で有ります。たく
さんのクラブのご協力をお願い申し上げ
ます。

ガバナー猿渡昌盛



現在2つの支援につき具体策を検討中で
すが、このプロジェクトは単年ではなく
長く続けていかなければならないもので
す。
従って、
出来る限り多くのクラブのご協力が必要
です。できれば全クラブさんに協賛をい
ただきたいと願っています。

お問い合わせ先
東京中央RC
熊谷春水様
kumagai.harumi@gmail.com

編集後記

今回願いが叶って第1回目の発行となりました。

このかわら版は各クラブさんで全メンバーにコピーしてご覧頂けるようにご手
配下さる事を願っています。
また、ご意見や自クラブプロジェクトの紹介を希望される場合は遠慮なく下記
にご連絡下さい。

奉仕プログラム委員会 齋木修次：info@delight-pensions.co.jp

カンボジア教育支援プロジェクト
内容：カンボジアの教師養成校に経験豊
かな日本人の元理科教師3名を約10ヶ月
派遣し、将来教員になるカンボジア人に、
教え方や考え方を指導しています。また、
日本からの必要な教育資材の寄贈もして
います。東京世田谷RCが始めたプロ
ジェクトであり、2010-11年度から7年
間続けて実施しています。
幹事クラブ：東京渋谷RC
協賛クラブ：東京世田谷RC,東京南RC,東京日
本橋RC,東京中央RC,東京品川RC,東京世田谷南
RC,東京山の手RC,東京成城新RC,東京自由が丘
RC,東京八王子東RC,東京八王子北RC,東京昭島
RC,東京井の頭RC,東京武蔵国分寺RC,東京目黒
RC,東京みなとRC,東京銀座新RC,東京多摩RC,
東京多摩せいせきロータリー衛生クラブ

空飛ぶ椅子プロジェクト
内容：日本で破棄されている車いす（約
5万台）を修理し、必要としている海外
へ寄贈しています。東京蒲田RCが始め
たプロジェクトであり、2014年度から3
年間継続して活動をしています。フィリ
ピンに続き、昨年度はパラオに寄贈しま
した。
幹事クラブ：東京中央RC
協賛クラブ：東京蒲田RC,東京三鷹RC

本年度、東京中央RCさんが幹事となりプ
ロジェクトを立ち上げています。ただ今、
協賛クラブを募集中です。

①医療支援
・ミクロネシアではリュウマチ性心臓病
の子供たちが2～3万人いると言われてい
ます。
早期発見のため医療環境が急務です。
・パラオは肥満問題で平均定命54歳と言
われています。肥満にならない社会整備
が急務です。

②留学支援
・両国ともに大学はありません。
両国の大使が要望しているのは留学生へ
の支援です。若い世代に学業の機会を与
えて欲しいという事です。特に日本への
留学を希望しています。


